
 

教育研究審議会議事録 

平成２４年度第２回公立大学法人宮城大学教育研究審議会 

開催日時 平成２４年５月１６日（水）１４：３０～１６：５０ 

開催場所 大和キャンパス本部棟３階大会議室 

出 席 者 

西垣、佐藤、井上(正)、佐々木、大和田、園部、加藤、吉田、蒔苗、齋藤、弦本 

フェラン、徳永、千葉、武田、風見、富樫、小野、井上(誠)、西川、桑名、坂本、

本藏、真覚 

欠 席 者  

事 務 部 佐藤(明)、岩渕、成田、蜂谷、狩野、首藤 

議事概要 １ 教育研究審議会会議録について 

（１）平成２４年度第１回審議会議事録について 

原案どおり全会一致で承認された。 

 

（２）平成２４年度第２回審議会議事録署名人の指名について 

議事録署名人に井上委員が指名された。 

 

２ 審議事項  案件なし 

 

３ 報告事項 

（１）各種報告 

①食産業学研究科博士課程設置申請の状況について（報告者：加藤理事） 

 食産業学研究科博士課程の設置申請は、４月２５日開催の理事会において承

認され、文部科学省への申請は５月２８日に認可申請書を提出予定となってい

ることが報告された。４月に行った第１回目の文部科学省事務相談結果を踏ま

え、５月８日に第２回目の事務相談を行ったところ一部指導があったことか

ら、修正した上で正式申請の準備を進めている状況が報告された。 

②アーカンソー大学フォートスミス校との交流協定の調印について 

（報告者：弦本副学長）（別添資料） 

  アーカンソー大学フォートスミス校ベラン学長らが来日し５月１４日に相

互交流等に関する協定を締結したこと、また、この協定に基づき、今年中にア

ーカンソー大学フォートスミス校に１～２名の学生を送るべく希望者を募集

していることなどが報告された。 

③グローバル人材育成推進事業・大学間連携共同教育推進事業について 

（報告者：弦本副学長） 資料１ 

  いずれも文部科学省の補助事業であるが、グローバル人材育成推進事業につ

いてはグローバル・インターンシップをメインに考えながら語学教育の充実を

含めて、タイプＡ（全学型：年１．４億円）で申請を準備していること、また、

大学間連携共同教育推進事業は、「５＋１プロジェクト」と「花いっぱいプロ

ジェクト」の２事業で申請を準備していることが報告された。 

学長から、９月には事業の採否が決定される予定であり、１０月から事業が
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実施できるよう、学部長をトップに全教員で対応していくよう依頼があった。 

 ④復興大学（復興人材育成コース）について（報告者：弦本副学長） 

  ５月１２日に第１回目の開講があり、当初の見込みを上回る４２名の学生が

集まったこと、東北大学の２３名に次いで、宮城大学から４名（事業構想学部

３年）が受講していること等の報告がなされた。 

 ⑤秋入学（大学院入試）について（報告者：弦本副学長） 

  この秋からの入学となるといろいろ課題はあるものの、実施できないことは

ないという学務入試委員会で検討した結果について、学長に報告したことが述

べられた。 

  学長から、入学希望者の状況も含めて今年度実施の可能性を検討してもらっ

たが、教務上の課題などもあるので、来年度から実施可能な体制整備に向けて

検討してもらいたいことが述べられた。 

  【各研究科検討状況】 

  ・事業構想学研究科長 

  多くの教員から、定員は充足しており無理に秋入学を行う必要はないとの

意見があった。 

  ・食産業学研究科長 

  受験者がさほど多くなく、食産では社会人が一つのターゲットであり秋入

学も良いのではないかとの意見であった。ただ、現時点で、入学希望者がい

るかと言えば、確認はできていない。 

・看護学研究科長 

  過去に前例はあった。受入れの課題としては、科目の順序性、施設を含め

た学習環境の問題、病院側の問題などがある。受け入れるに当たっては、そ

の辺をきちんと整理する必要がある。 

⑥春のオープンキャンパスについて（報告者：弦本副学長） 

   各高校へのＰＲは高校訪問でも行うことにしているが、高校総体前でもあ

り、予想来場者数については厳しい面もあること、また、今年度の実施の状況

をみて、来年度以降の春の開催を検討したい考えでいることが報告された。 

    また、本件に関連し、園部理事よりサテライトキャンパスにおける入試相談

や、サテライトキャンパス及び南三陸復興ステーションの利活用について紹介

があった。 

 ⑦消防計画と防災訓練について（報告者：千葉事務部長） 

  消防法第８条第１項に基づき作成した宮城大学（大和キャンパス）消防計画、

及び６月１２日に実施する防災訓練の計画概要の説明がなされた。また、この

件に関し、教職員の非常緊急連絡網の整備状況や防災訓練内容等についての確

認がなされた。 

 

（２）教授会審議状況報告 

 ①看護学部（学部長） 

４月２５日に第２回、５月９日に第３回の教授会を開催し、第２回教授会で
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は、既修得単位の認定、学生の休学等について審議したこと、また、第３回教

授会では、学都仙台単位互換ネットワークへの出願、公開講座について審議し

たことが報告された。 

②事業構想学部（学部長） 

５月９日に第２回教授会を開催し、平成２５年度編入学者選抜試験の実施、

既修得単位の認定、平成２４年度非常勤講師、学生の退学等について審議した

ことが報告された。 

③食産業学部（齋藤学部長） 

５月９日に第２回教授会を開催し、編入学生の既修得単位の認定、履修登録

上限特例の認定、学生の身分等について審議したことが報告された。 

④看護学研究科（研究科長） 

４月２５日に第２回、５月９日に第３回の教授会を開催し、第２回教授会で

は、博士前期の学位論文指導体制及び研究計画書の審議、博士後期における博

士論文題目届及び最終題目届、学生（修士）の退学等について審議したこと、

また、第３回教授会では、博士後期に係る副研究指導員について、長期履修許

可について審議したことが報告された。 

⑤事業構想学研究科（研究科長） 

５月９日に第２回教授会を開催し、秋入学、博士後期課程の休学者が多いこ

とから学生の修学工程の確認、後期課程の学生の退学等について審議したこと

が報告された。 

⑥食産業学研究科（研究科長） 

５月９日に第２回教授会を開催し、社会人学生の長期履修申請、研究生の出

願要項等について審議したことが報告された。 

 

（３）学内委員会等報告 

 ①評価委員会（佐藤委員長） 

今年度、自己点検評価を実施し報告書を作成する必要があること、その報告

書をもとに来年度、大学基準協会の外部評価を受け、平成２６年度には第２期

中期計画を作成することにしていること、自己点検評価は６年毎に実施される

もので、報告書は１８０ページほどになる見込みであり、報告書の作成、資料

の収集等に関し、関係者への協力依頼があった。 

また、自己点検評価報告書の大学基準協会への提出期限が、平成２５年１月

１５日であり、６月から本格的な作業に入るスケジュールとなっていることが

報告された。 

②学務入試委員会（弦本委員長） 

５月９日に第２回委員会を開催し、今年度はＦＤ全体会を実施すること、ま

た、学生の代返が発覚し、その対応にあやふやな部分があるため、履修規程の

改正を行うこと、アカデミックインターンシップを８月開催とし、各学部で内

容や参加校を調整することなどを審議したことが報告された。 
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③学生生活委員会（徳永学生部長） 

５月１６日に第１回委員会を開催し、前期授業料の減免（震災枠）について

審議されたことが報告された。件数としては、全額減免１１４名、半額減免１

１８名、書類の未整備等で保留４４名であった。また、その他として、震災以

降、学生に対して様々なボランティアの募集や勧誘があり、整理する必要があ

ることを確認したことが報告された。 

④研究委員会（井上委員長） 

４月２５日に第１回委員会を開催し、国際学会等発表旅費の審査等を行っ

た。審査においては、添付書類がないなど１０件の申請のうち６件が次回審査

となったことなどが報告された。 

⑤共通教育運営委員会（弦本委員長） 

５月９日に第２回運営委員会を開催し、特任教員の任用等について審議した

ことが報告された。 

⑥総合情報センター運営委員会（井上委員長） 

５月１６日に第２回運営委員会を開催し、図書館関係では、利用状況が震災

前の状況に戻ったこと、また、「学生に読ませたい本３冊」を各教員から募り

取りまとめた結果、図書館に無いものは購入する方向で検討していることなど

が報告された。情報関係では、次期情報ネットワークシステム構築のスケジュ

ール等について報告された。 

学長から、オープンキャンパスで学生の企画による「在学生が勧める１００

冊」が企画されていること、また、教員の著書を図書館・アエル・さんさん館

に配備したいことが述べられた。 

 

⑦地域連携センター運営委員会（園部委員長） 

５月１１日に第２回運営委員会を開催し、産学官連携事業としては経産省の

プロジェクトに応募する下地作りとして「産学連携・協同研究コンソーシアム」

事務局（太白キャンパス地連分室内）が設置されることとなったこと、加美町

との連携協定締結に向けた調整会議が始まることなどが報告された。また、震

災復興支援事業関係では、古川黎明高校の防災学習と被災地見学を支援するこ

となどを審議したことが報告された。 

⑧国際交流・留学生センター運営委員会（フェラン委員長） 

交流協定を締結するため弦本副学長らとベトナムに行く予定であることと、

「ともだちサマー２０１２」で２週間の米国滞在に事業構想学部１年生が合格

したことについて報告された。 

 

 

 

 この議事録は、平成２４年度第２回公立大学法人宮城大学教育研究審議会議事録

である。 
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平成２４年６月２０日 

 

公立大学法人宮城大学教育研究審議会 議 長  西 垣   克 

 

議事録署名人  井 上 正 康 

 

 

 

 

 


